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佐川町 アンケート調査報告書のまとめ

１. 調査の概要

本調査は「第 6次佐川町総合計画」の策定を目的として実施された。調査対象は、佐川町に居住する一

般住民および中高生世代の住民である。調査方法として、一般住民には郵送および WEBによる回収、中高

生には学校配付と WEB回収が用いられた。回収率は一般住民で 43.9%、中高生で 52.5%であった。

２. 住民の基本属性

調査結果によれば、回答者の性別は女性が 55.6%と最も多く、年齢層では 70代以上が 30.5%を占めた。

[性別]

[年齢]

41.9

49.7

55.6

50.3

0.5 0.5
1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)

男性 女性 その他 回答したくない

無回答

21.2

16.6

11.4

17.2

15.9

17.5

19.1

22.7

30.5

26.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)

10～30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答
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[居住地区]  

 

 

 

[職業]  

 

 

[居住歴] 

 

54.0 21.0 8.4 7.5 7.5 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R6)調査(n=439)

佐川 斗賀野 尾川 黒岩 加茂 無回答

53.3 23.3 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回(H26)調査(n=458)

佐川 斗賀野 尾川・黒岩・加茂 無回答

25.1

20.7

10.9

13.0

4.3

7.8

6.6

8.9

11.8

10.7

8.7

10.2

1.6
20.5

22.6

8.7

6.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)

会社員 公務員 商業・工業自営

農業・漁業 パート・アルバイト 専業主婦（夫）

学生 無職 その他

無回答

23.7

23.0

26.0

32.0

48.1

41.0

0.5

1.0

0.5
1.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R6)調査(n=439)

R2調査(n=333)

生まれてからずっと佐川町に住んでいる

生まれは佐川町で以前町外に出たが、現在は佐川町に住んでいる

生まれは佐川町でないが現在は佐川町に住んでいる

生まれは佐川町だが、現在は町外に住んでいる

生まれは佐川町でなく現在も町外に住んでいる

無回答
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３. 住み心地と地域の評価 

 

(１) 住み心地 

住みやすさについて「どちらかといえば住みやすい」との回答が 54.7%を占め、「住みやすい」との回

答を合わせると 78.8%に達した。一方、「住みにくい」との回答は 2.3%にとどまった。 

 

 

 

24.1

30.4

20.5

16.1

27.4

26.0

24.3

20.2

27.6

25.3

29.3

16.2

15.2

24.2

27.3

21.7

24.1

29.7

54.7

53.3

56.6

61.3

58.1

52.0

54.3

57.1

53.7

53.6

52.2

62.2

66.7

60.6

55.5

55.7

54.7

57.2

10.7

10.3

11.1

12.9

11.3

10.0

12.9

15.5

6.7

12.2

13.0

5.4

9.1
3.0

7.7

13.7

10.7

11.2

2.3

1.6

2.9

6.5

2.0

2.9

4.8
0.7

2.1

1.1

5.4
3.0

2.3

2.4

2.3

1.9

8.2

4.3

9.0

3.2

3.2

10.0

5.7

2.4

11.2

6.8

4.3

10.8

6.1

12.1

7.3

6.6

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=439)

【性別】

男性(n=184)

女性(n=244)

【年齢別】

20代以下(n=31)

30代(n=62)

40代(n=50)

50代(n=70)

60代(n=84)

70代以上(n=134)

【地区別】

佐川(n=237)

斗賀野(n=92)

尾川(n=37)

黒岩(n=33)

加茂(n=33)

【居住年数別】

30年以上(n=220)

30年未満(n=212)

【経年比較】

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

無回答
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(２) 佐川町の自慢 

佐川町の自慢としては、「牧野富太郎」（65.8%）や「牧野公園」（54.9%）、「桜、花見」（48.1%）が高評

価を得た。 

[佐川町の自慢①] 

 

65.8

54.9

48.1

47.4

41.5

40.8

31.0

28.5

28.0

25.5

25.1

24.4

22.1

20.5

19.1

18.9

18.5

18.2

17.1

16.2

15.7

15.7

15.5

15.0

15.0

14.8

14.1

13.9

13.7

13.4

71.6

33.9

34.9

0.0

37.3

47.4

30.3

15.8

47.6

32.4

21.3

20.8

29.3

22.7

9.7

4.2

26.5

16.0

12.0

24.6

20.8

12.6

16.6

16.8

11.6

13.9

25.5

7.4

15.2

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

牧野富太郎

牧野公園

桜、花見

まきのさんの道の駅・佐川

酒

新高梨

青源寺

いちご

青山文庫

桜座

街並み（上町）

地質館

田中光顕

名教館

ナウマンカルスト

図書館

乗台寺

うなぎ

広井勇

坂東眞砂子

虚空蔵山

斗賀野花取り踊り

佐川文庫庫舎（旧青山文庫）

お茶

伊藤蘭林

四ッ白太刀踊り

はちきんの店

山椒餅

黒鉄ヒロシ

たらふく秋まつり

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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[佐川町の自慢②] 

 

 

  

12.5

12.3

12.3

11.8

11.4

11.4

10.9

10.0

10.0

9.6

9.3

8.9

8.0

7.5

7.3

7.1

7.1

6.8

6.6

6.2

5.5

5.0

4.6

3.6

2.1

1.8

4.6

3.6

4.1

16.6

13.5

15.8

8.6

10.3

14.9

18.1

12.6

11.6

5.9

0.0

0.0

8.0

12.2

5.3

4.2

0.0

3.4

0.0

5.5

3.6

0.0

1.3

0.0

4.2

1.3

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

町民プール

文殊大祭

下八川圭祐

瑞応の盆踊り

にら

森下雨村

春日川桜堤遊歩道

スポーツパークさかわ

水野龍

龍王公園

とかの集落活動センターあおぞら

あったかふれあいセンター

西谷退三

恵比寿祭

ふれあいの里尾川

不動ガ岩屋洞窟

集落活動センター加茂の里

五位山公園

集落活動センターくろいわ

土方寧

天文台

黒岩スカイライン

さかわナウマングラウンド

竹ノ倉集落聖神社の火文字

長寿大学

塩納豆

その他

特にない

無回答

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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(３) 生活環境 

■満足していること 

生活環境の満足点として「緑や水などの自然」が 59.5％と最も高く、「日常の買い物」が 37.4％、「ゴ

ミ処理対策」が 27.8％と続いている。 

 

59.5

37.4

27.8

23.0

17.8

14.4

14.4

14.4

12.5

10.7

7.1

6.8

6.4

5.7

5.2

5.2

5.0

5.0

4.1

2.3

2.1

1.8

1.8

11.2

3.9

64.3

38.2

29.1

13.7

23.6

17.9

19.6

12.9

19.8

14.8

9.3

9.7

9.5

9.5

6.3

3.8

6.8

8.0

4.0

2.7

2.7

4.9

0.0

7.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緑や水などの自然

日常の買い物

ゴミ処理対策

景観や町並みの美しさ

こどもを育てる環境

病院診療所への通院

通勤通学の便利さ

文化に親しむ環境

鉄道・バスなどの公共交通機関

上水道や井戸水対策

道路の整備

消防などの防火対策

し尿処理対策

スポーツ健康づくり

下水道や生活排水対策

こどもの遊び場の安全

通勤通学の安全

学校等の教育

地震などの防災対策

情報通信環境

環境・公害対策

防犯対策

その他

特にない

無回答

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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■不満に感じていること 
 

一方、不満点としては、「道路の整備」が 29.2％と最も高く、「鉄道・バスなどの公共交通機関」が 19.8％、

「日常の買い物」が 17.5％と続いている。 

 

29.2

19.8

17.5

15.5

14.8

12.8

12.5

12.1

10.9

10.9

9.6

9.6

8.4

7.7

7.7

6.8

6.2

4.3

4.3

3.4

3.4

3.2

3.0

19.1

6.4

34.4

16.0

21.9

17.8

16.7

9.9

14.3

17.8

7.7

10.3

10.5

12.5

8.1

9.2

5.3

7.7

4.2

2.9

3.9

6.4

3.5

6.4

0.0

16.9

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

道路の整備

鉄道・バスなどの公共交通機関

日常の買い物

下水道や生活排水対策

病院診療所への通院

地震などの防災対策

通勤通学の安全

こどもの遊び場の安全

通勤通学の便利さ

防犯対策

学校等の教育

情報通信環境

し尿処理対策

こどもを育てる環境

環境・公害対策

上水道や井戸水対策

スポーツ健康づくり

緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ

文化に親しむ環境

消防などの防火対策

ゴミ処理対策

その他

特にない

無回答

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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４. 暮らしやすさと満足度 

(１) 生活環境の満足度 

生活環境に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、＜㉒身近に自然を感じることができる

＞が 40.8％と最も高く、＜㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる＞が 35.1％と続いている。 
 

 

2.8

3.6

14.5

1.5

30.9

32.6

7.1

2.3

0.2

3.5

4.5

7.1

8.1

2.1

1.0

1.3

1.6

11.2

15.3

4.8

14.4

40.8

35.1

2.0

1.0

1.5

3.6

34.5

29.3

36.8

14.7

49.0

30.6

28.4

19.1

7.7

21.4

34.1

39.5

35.3

21.0

26.1

11.5

10.5

44.2

49.1

29.1

50.1

46.9

45.1

21.5

20.4

26.3

20.5

31.3

52.3

24.0

29.4

14.8

17.7

47.1

26.7

31.4

57.0

48.1

37.9

36.9

48.7

47.7

61.7

56.8

34.3

23.3

40.1

24.7

9.8

15.3

57.8

63.3

56.3

44.1

25.0

13.0

19.0

36.7

4.5

12.4

11.3

34.0

36.7

13.4

10.6

12.6

14.9

20.0

19.5

18.2

21.2

7.6

8.5

18.6

7.8
2.0

3.5

14.8

12.0

13.0

24.4

6.5

1.8

5.8

17.7

0.8

6.7

6.1

17.9

23.9

4.8

2.6

2.9

4.7

8.2

5.6

7.3

9.9

2.8

3.8

7.4

3.0

0.5

1.0

3.8

3.3

2.8

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①医療機関が充実している(n=400)

②介護・福祉施設のサービスが受けやすい(n=392)

③日常の買い物にまったく不便がない(n=400)

④飲食を楽しめる場所が充実している(n=401)

⑤自宅には、心地のいい居場所がある(n=398)

⑥自宅の近辺で、騒音に悩まされることはない(n=402)

⑦適度な費用で住居を確保できる(n=380)

⑧公共交通機関で、好きなときに好きな

ところへ移動ができる(n=397)

⑨楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある(n=401)

⑩子育て支援・補助が手厚い(n=374)

⑪こどもたちがいきいきと暮らせる(n=378)

⑫教育環境（小中高校）が整っている(n=380)

⑬通学しやすい場所に学校がある(n=382)

⑭行政は地区のことを真剣に考えていると思う(n=390)

⑮公共施設は使い勝手がよく便利である(n=394)

⑯行政サービスのデジタル化が進んでいる(n=384)

⑰仕事や日常生活の場でデジタル

サービスを利用しやすい(n=382)

⑱地区の雰囲気は、自分にとって心地よい(n=394)

⑲まちなか、公園、川沿い等で心地よく

歩ける場所がある(n=399)

⑳自慢できる都市景観がある(n=392)

㉑自慢できる自然景観がある(n=397)

㉒身近に自然を感じることができる(n=397)

㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる(n=399)

㉔リサイクルや再生可能エネルギー活用等、

環境への取組が盛んである(n=391)

㉕地区の防災対策がしっかりしている(n=392)

㉖防犯対策が整っており、治安がよい(n=391)

㉗歩道や信号が整備されていて安心である(n=390)

非常にあてはまる ある程度あてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない
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(２) 人間関係の満足度 

地区の人間関係に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、＜⑤この地区に対して愛着を持

っている＞が 14.5％と最も高く、＜③困ったときに相談できる人が身近にいる＞が 11.7％、＜④同じ地

区の人が困っていたら手助けをする＞が 11.3％と続いている。 

 

 

 

  

9.5

4.5

11.7

11.3

14.5

3.0

1.3

0.8

2.0

1.8

1.5

54.4

31.9

39.9

53.9

48.9

20.2

13.8

12.8

18.6

11.2

20.4

29.6

45.2

31.2

29.1

27.6

56.7

43.2

39.4

55.5

51.9

63.5

4.5

14.6

12.7

4.8

5.0

13.4

25.4

29.1

18.1

25.4

11.7

2.0

3.8

4.5

1.0

4.0

6.8

16.3

17.8

5.9

9.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じ地区に住む人たちを信頼している(n=399)

②地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への

参加が盛んである(n=398)

③困ったときに相談できる人が身近にいる(n=401)

④同じ地区の人が困っていたら手助けをする(n=399)

⑤この地区に対して愛着を持っている(n=399)

⑥この地区には、どんな人の意見でも

受け入れる雰囲気がある(n=397)

⑦見知らぬ他者であっても信頼する(n=398)

⑧同じ地区の人が自分をどう思っているか

が気になる(n=398)

⑨女性が活躍しやすい雰囲気がある(n=393)

⑩若者が活躍しやすい雰囲気がある(n=393)

⑪自分だけでなく、身近なまわりの人も

楽しい気持ちでいると思う(n=392)

非常にあてはまる ある程度あてはまる

どちらともいえない あまりあてはまらない

全くあてはまらない
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(３) 自分らしい生き方 

自身の幸福度について、＜私は現在、幸せである＞が 75.0%と最も高く、＜私の家族の人間関係は充実

している＞が 70.5％と続いている。 

経年比較では、すべての項目で前回調査よりも該当割合が高くなっている。 

 

※アンケート項目の「非常にあてはまる」と「ある程度あてはまる」の合計割合 

 

  

75.0

35.9

45.4

60.7

56.8

63.6

51.8

56.1

70.5

58.1

64.8

52.5

59.2

26.1

43.5

49.5

45.9

50.2

40.8

45.3

58.6

47.1

58.6

45.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私は現在、幸せである

私は現在、経済的に余裕がある

私は現在、時間的に余裕がある

私の現在の生活は楽しい

私は現在の生活に満足している

私は現在、健康である

私は現在、精神的にゆとりがある

私は現在、仕事（家事や地域活動

なども含む）へのやる気がある

私の家族の人間関係は充実している

私の家族以外の人間関係（仕事、学校、

趣味等）は充実している

私は佐川町に愛着がある

私は佐川町に誇りを持っている

今回(R6)調査(n=439)

R2調査(n=333)
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(４) 佐川町の地域性、風土について 

佐川町の地域性、風土について、＜身の危険を感じず、安全に暮らせる地域性、風土＞が 60.8％と最

も高く、＜食べものや、住まいには困らない地域性、風土＞が 50.8％と続いている。 

経年比較では、すべての項目で前回調査よりも該当割合が高くなっている。 

 

※アンケート項目の「非常にあてはまる」と「ある程度あてはまる」の合計割合 

 

37.1

27.9

39.4

42.2

20.0

26.4

18.2

30.9

50.8

60.8

28.6

13.0

34.2

39.5

9.5

17.4

7.6

19.1

46.8

54.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の好きなこと、得意なことに熱中している人が

多い地域性、風土

目標を持って頑張る人を応援する地域性、風土

助け合いや感謝の気持ちを大切にする地域性、風土

人間関係が豊かで、挨拶や笑顔あふれる地域性、風土

挑戦することを応援し、失敗を許容する地域性、風土

楽観的、前向きな地域性、風土

人と違うこと、個性を大切にする地域性、風土

よそもの、若者、マイノリテイなど多様な人を

受け入れる地域性、風土

食べものや、住まいには困らない地域性、風土

身の危険を感じず、安全に暮らせる地域性、風土

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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５. まちづくりへの意識 

 

(１) 町内活動への参加 

町内での活動への参加状況を尋ねたところ、「町内会・自主防災組織の活動」が 28.5％と最も高く、「祭

や運動会などのイベント」が 19.8％、「PTAや学校行事での手伝い・ボランティアなど」が 15.0％と続い

ている。なお、「特にない」は 36.9％となっている。 

 
 

 

(２) デジタル化に関する意識 

今後、町内のデジタル化が進むことを前提に、対面手続きや現金支払いを残すべき分野について尋ねた

ところ、「病院や診療所での予約や診察」が 47.6％と最も高く、「役場の手続き」が 46.5％、「商店や飲食

店での支払い」が 40.8％と続いている。 

 
 

28.5

19.8

15.0

14.8

9.8

9.1

8.7

6.6

4.8

1.6

36.9

10.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町内会・自主防災組織の活動

祭や運動会などのイベント

PTAや学校行事での手伝い・ボランティアなど

身近な道路や公園などの清掃活動

スポーツや健康づくりの活動

高齢者や障害者への手助けや交流などの活動

こども会・婦人会・老人クラブの活動

文化・芸術活動

交通安全や防犯などの地区の安全活動

その他

特にない

無回答 全体(n=439)

47.6

46.5

40.8

30.1

27.8

21.0

14.1

3.2

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病院や診療所での予約や診察

役場の手続き

商店や飲食店での支払い

公共交通機関の運賃の支払い

役場の広報や回覧板の配布

公共施設の利用予約

特に対面での手続きや現金での支払いなどを残すべきだ

と思う分野はない

その他

無回答 全体(n=439)
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(３) 町の将来像 

■10年後の居住場所 
 

10年後の居住場所について尋ねたところ、「佐川町内の、現在住んでいる場所」が 62.6％と最も高く、

「わからない」が 15.3％、「佐川町内の、現在とは別の場所」が 6.4％と続いている。 

 

 

  

62.6

65.2

59.8

12.9

41.9

58.0

68.6

75.0

73.9

59.9

62.0

67.6

69.7

69.7

75.0

49.5

6.4

5.4

7.4

22.6

12.9

8.0

5.7

1.2

3.0

8.0

6.5

5.4

3.0

4.1

9.0

3.6

4.3

3.3

12.9

4.8

4.0
2.9

4.8
0.7

4.6
2.2

2.7
3.0

3.0

1.4

5.7

0.7

1.6

3.2

1.6

1.4

0.8

2.7

0.5

0.9

1.4

2.2

0.4

6.5
1.6

2.0

1.4

0.7

1.7

1.1

3.0

2.8

15.3

13.6

17.2

25.8

21.0

12.0

17.1

10.7

14.2

13.5

20.7

16.2

12.1

15.2

13.2

17.9

10.0

7.6

11.9

16.1

16.1

16.0

2.9

8.3

7.5

11.4

7.6

5.4

12.1

9.1

5.9

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=439)

【性別】

男性(n=184)

女性(n=244)

【年齢別】

20代以下(n=31)

30代(n=62)

40代(n=50)

50代(n=70)

60代(n=84)

70代以上(n=134)

【地区別】

佐川(n=237)

斗賀野(n=92)

尾川(n=37)

黒岩(n=33)

加茂(n=33)

【居住年数別】

30年以上(n=220)

30年未満(n=212)

佐川町内の、現在住んでいる場所

佐川町内の、現在とは別の場所

高知県内の、他の市町村

首都圏・名古屋圏・関西圏

首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村

わからない

無回答
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■今後 10年間で力を入れて欲しい施策分野 
 

また、今後の行政施策の優先分野としては、「企業誘致、雇用の確保」が 35.1％と最も高く、「地震な

どの防災対策」と「少子化や人口減少」が、それぞれ 30.8％と続いている。 

 

※「少子化や人口減少」は前回調査の項目にない 

35.1

30.8

30.8

29.6

28.5

25.7

21.9

19.4

13.0

12.5

12.3

11.2

10.7

9.8

9.3

8.7

8.4

7.7

7.5

6.2

5.9

5.5

5.2

5.0

4.8

4.8

4.3

4.3

4.3

3.9

3.9

3.9

3.4

3.2

3.0

2.1

1.6

3.2

2.7

11.2

64.7

40.2

0.0

54.9

64.1

41.5

45.5

36.5

34.2

31.4

23.5

37.2

21.2

19.2

20.1

19.9

18.8

20.7

17.3

16.2

20.5

20.7

19.9

10.3

18.8

17.9

18.8

18.6

13.0

19.9

12.2

10.0

17.5

16.0

14.7

6.4

12.4

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致、雇用の確保

地震などの防災対策

少子化や人口減少

高齢者福祉施策

若者の定住対策

保健、医療対策

農林業の振興

学校教育の充実

心身障害者、児童、母子などの福祉施策

観光の振興

道路交通網の整備

商工業の振興

環境対策（ごみ処理や温暖化など）

下水道の整備

自然保護対策

防犯、風紀対策

ゴミ、リサイクル対策

教育施設の充実

コミュニティの活性化対策

公営住宅などの居住環境の整備

交通安全対策

生活排水対策

町の景観づくり

上水道の整備

スポーツの振興

生涯学習の充実

地域文化の振興

行政のスリム化

情報化社会への対応（まちのデジタル化）

青少年育成対策

消防などの防火対策

市街地の整備や開発

情報公開

消費者保護対策

町外、国外交流

人権啓発の充実

男女共同参画社会の実現

その他

特にない

無回答

今回(R6)調査(n=439)

前回(H26)調査(n=458)
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６. 若年層の意識 

 

次世代（中高生）の調査については、以下のような結果が得られた。 

 

(１) 住み心地 

住み心地に関しては、「どちらかといえば住みやすい」が 38.4％と最も高く、「住みやすい」が 32.2％、

「どちらかといえば住みにくい」が 16.6％と続いている。「どちらかといえば住みやすい」と「住みやす

い」を合わせた『佐川町は住みやすい』は 70.6％となっている。一方、「住みにくい」と「どちらかとい

えば住みにくい」を合わせた『佐川町は住みにくい』は 23.9％となっている。 

 

 

 

 

  

32.2

33.6

31.0

32.8

23.8

27.3

33.3

44.4

35.0

50.0

38.4

36.9

41.1

38.1

42.9

36.6

51.3

33.3

30.0

39.5

16.6

14.8

17.8

16.4

19.0

19.7

12.8

11.1

20.0

5.3

7.3

7.4

7.0

7.1

9.5

9.3

11.1

10.0
2.6

5.5

7.4

3.1

5.6

4.8

7.1

2.6

5.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=289)

【性別】

男性(n=149)

女性(n=129)

【年齢別】

15歳以下(n=268)

16歳以上(n=21)

【地区別】

佐川(n=183)

斗賀野(n=39)

尾川(n=9)

黒岩(n=20)

加茂(n=38)

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

無回答
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(２) 佐川町の自慢 

次世代の住民が考える佐川町の自慢は、「牧野公園」が 59.9％と最も高く、「牧野富太郎」が 51.9％、

「まきのさんの道の駅・佐川」が 45.3％と続いている。 

 

 

  

59.9
51.9

45.3
36.0

34.6
32.2

28.7
27.0
26.3
26.0

24.6
23.9
23.5

19.7
18.3

17.0
17.0
16.3
15.9
15.6

14.2
13.8
13.5
13.5
12.8
12.8
12.1
11.8
11.8
11.4
11.4

9.3
8.3
8.3
8.0
8.0
7.3
6.9
6.9
6.2
6.2
6.2
5.9
5.2
5.2
4.8
4.5
3.8
3.8
3.5
2.8
2.8
2.4
2.1
1.7
1.7

8.3
7.6

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

牧野公園

牧野富太郎

まきのさんの道の駅・佐川

地質館

桜、花見

酒

桜座

いちご

ナウマンカルスト

図書館

名教館

文殊大祭

新高梨

たらふく秋まつり

青山文庫

町民プール

青源寺

うなぎ

伊藤蘭林

にら

斗賀野花取り踊り

お茶

五位山公園

街並み（上町）

スポーツパークさかわ

さかわナウマングラウンド

集落活動センター加茂の里

虚空蔵山

不動ガ岩屋洞窟

佐川文庫庫舎（旧青山文庫）

田中光顕

四ッ白太刀踊り

乗台寺

あったかふれあいセンター

はちきんの店

龍王公園

黒岩スカイライン

瑞応の盆踊り

とかの集落活動センターあおぞら

ふれあいの里尾川

恵比寿祭

水野龍

天文台

森下雨村

広井勇

竹ノ倉集落聖神社の火文字

集落活動センターくろいわ

山椒餅

下八川圭祐

春日川桜堤遊歩道

坂東眞砂子

黒鉄ヒロシ

西谷退三

長寿大学

塩納豆

土方寧

その他

特にない

無回答

全体(n=289)
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(３) 若年層の居場所 

若年層が感じる居場所としては、「自分の部屋」が 64.7％と最も高く、「家庭（実家や親せきの家を含

む）」が 53.3％、「友達や仲間が集まる場所（公園、カラオケ、ゲームセンターなど）」が 31.1％と続いて

いる。 

 

また、居場所の条件として「長い時間いられる」（61.6%）や「好きなことをして自由に過ごせる」（59.5%）

が重要視されていた。 

 

64.7

53.3

31.1

21.5

21.5

17.3

14.5

12.8

5.5

1.7

3.1

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の部屋

家庭（実家や親せきの家を含む）

友達や仲間が集まる場所

（公園、カラオケ、ゲームセンターなど）

学校や職場（アルバイト先を含む）

インターネット空間（SNSやオンラインゲームなど）

カフェなどのお店

図書館や公民館などの公共施設

趣味・特技の集まりや推し活を行う場所

（ライブやオフ会など）

こども食堂

その他

居場所だと思える場所はない

無回答 全体(n=289)

61.6

59.5

54.3

42.9

38.1

34.3

31.8

30.8

30.8

26.6

24.9

22.1

19.0

15.6

2.1

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長い時間いられる

好きなことをして自由に過ごせる

いつでも行きたいときに行ける

ありのままでいられたり本音を出せたりする

一人で過ごせる

上下関係が気にならない

静か

悩みごとを相談できる

話の合う人や趣味の合う人に会える

にぎやか

秘密を言える

様々な人と出会える

新しいことを学んだり、チャレンジしたりできる

干渉しすぎず手助けしてくれる大人がいる

その他

無回答 全体(n=289)
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(４) 町の将来への意識 

町のデジタル化については、「商店や飲食店での支払い」が 37.7％と最も高く、「役場の手続き」が 34.3％、

「病院や診療所での予約や診察」が 30.1％と続いている。 

総じて、若年層は自然環境を魅力としつつも、生活の利便性向上に課題を感じていることがわかる。 

 

 

 

37.7

34.3

30.1

23.2

22.5

20.1

12.5

6.6

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

商店や飲食店での支払い

役場の手続き

病院や診療所での予約や診察

公共交通機関の運賃の支払い

役場の広報や回覧板の配布

公共施設の利用予約

特に対面での手続きや現金での支払いなどを残すべきだ

と思う分野はない

その他

無回答 全体(n=289)


